
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２２年４月１日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
本研究では、人口減少時代の新定住拠点形成計画として、①定住可能な集落の基礎的要件と

なる、世代循環が可能な集落の成立要件、②定住自治集落の運営要件として、農業生産や集落
保全の指針と社会関係資本の維持・形成方法、保健・福祉体制の構築方法、③集落の発展要件
として、地域資源の活用方法や地場産業の開発・経営手法、新・旧住民の連携による地域の自
治や維持管理、発展的運営の要件を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In this research, we figured out planning conditions and methods for constructing new 
community to settle down in rural area as follows:  
1. Conditions for planning community which could have generational circulation of 
younger and elder inhabitants 
2. Methods and conditions for managing community in terms of its social capital, 
health and welfare, and conservation of local resources 
3. Methods of utilization of local resources, promotion of local industries, and 
autonomous activity for advanced management of community 
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１．研究開始当初の背景 

日本は人口の自然減少時代に突入し、地域
によっては人口の減少が一層著しくなるこ

とは必至である。今後は、どんな条件を備え
ることにより、これまで農村が培ってきた
人々の連帯といった“共同体の機能”、人と
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地域が育んできた“地域行事”や“生活・生
産組織”、衣食住等の“生活文化伝統”、山林
や生物多様性などの“自然環境”等、日本固
有の暮らしの文化を未来に引き継ぎ、また新
たな魅力を創造しうる農村の確立が可能か
という計画内容を提示する必要がある。 
これまでにも、1960・1970 年代の挙家離村

や集落移転などの社会動向に対し、定住拠点
に関する研究・政策は多々取り組まれてきて
おり、また農村集落・農村社会等の農村計画
に関わる研究分野でも、農業経済・農業土
木・環境保全・民俗文化・福祉医療など多岐
にわたる研究成果がある。近年は生活の質を
追求した研究が主流となり、地域資源の活用
から地域資産の継承、住民主体による地域づ
くりや環境保全・伝統継承活動等を主要なテ
ーマとして、集落保全が国土保全に通ずると
いう視野の広がりもみられる。しかし、いず
れも人口減少時代という前提にたって、集落
のもつ「限界」と「可能性」を見極めた中長
期的視点にたった研究は少ない。これまでの
成果を踏まえ、新時代に向けての暮らしの新
たな価値基準を見出し、それに基づく農村計
画が必須である。 

 
２．研究の目的 
これからの”農村”の役割と魅力とは何か、

本研究では人口減少時代における『新定住拠
点形成計画』として、次世代が生まれ、育ち、
住み続けるというサイクルの巡り、すなわち
世代循環を可能にする居住地形成の条件を
求めることを目的とする。 

具体的にはまず、日本全域を分析対象とし、
市町村、旧村、大字、集落単位に、人口が増
加又は横ばいで、年齢構成のうち年少・生産
人口の割合が多い地域、すなわち適正な世代
循環地域を抽出し、生活機能の充足度、自治
の持続性、地域間の連携度、地域の歴史的ス
トック等の観点から世代循環が可能となっ
ている要因を求める。 

また、前段の定量分析結果を踏まえ、文化
的国家形成のための農村の役割と魅力の創
造に向け、暮らしに密着した集落計画の内容
と方法を、地域産業・経済系、地域環境・生
態系、暮らし・コミュニティ系、高齢者・福
祉系、担い手育成・学習系という集落の成り
立ちの違いを踏まえて提示する。 

以上、定量・総体的な分析と、生活場面重
視の研究成果を総括することにより、新しい
“農村像”に向けての居住地形成条件を提示
することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
世代循環地域の抽出とその成立要件の提

示に当たっては、人口の増減状況及び年齢構
成の推移からみた住民構成変容モデルを抽
出し、世代循環が可能となっている要因につ

いて既存の市町村データ、及び全国市町村を
対象としたアンケート調査、各モデルから有
意抽出した複数の地域における現地調査を
通して、データ結果から得られた世代循環地
域の要因を探る。 
また、暮らしに密着した集落計画の内容と

方法の解明に当たっては、先進的な取り組み
（地域活動・産業活動等）がみられる地域を
地方特性を考慮しつつ有意抽出し、事例の実
態解明と実践計画策定を行うために、定期的
な定点観測調査を実施する。取り組みの変遷
とその変化要因を現地で詳細に捉えること
で、全国調査の結果と併せて、研究成果の実
社会への適用可能性についての検証と確認
を行う。 
 
４．研究成果 
第一に、世代循環地域の抽出とその成立要

件の提示に当たっては、まず人口構成の安定
度に応じた農業集落の全国的な分布状況と
その地方特性を明らかにした。また人口構成
が安定的な集落の特徴として、一定の土地基
盤と労働力基盤の保持、農業生産資源の集約、
集落経済に占める農業の比重の高さ、最低限
の生活便益の保持、都市部との適度な距離の
保持等の特徴が捉えられた。 
次に、人口構成に応じた集落安定化の方向

性を探る中で、高齢層を中心としつつ一定の
活力を保持する集落において、一定以上の戸
数規模と人的余裕を持つ中で、規模・作目や
集落の立地優位性からみた生産の付加価値
の高さや、中間・山間で作目適性を活かした
農業経営を維持する動向が捉えられた。また
一定の若齢層が定住する集落は、幅広い世代
が農業に従事する主業型の集落と、少数農家
に特化しつつ集落全体として他産業従事者
を多く含み、農業・他産業の混合によって集
落の経済基盤が安定する副業・役割分担型の
集落という、異なる成立形態を示すことを明
らかにした。 
さらに、地方性を考慮しつつ全国から抽出

した集落における現地調査を通して、持続的
な運営と世代の循環、住民が担う役割の継承
を担保する集落の条件を、集落の自治機能、
生活環境、地理地形・気候条件、農業経営の
観点からそれぞれ明らかにした。 
 
第二に、暮らしに密着した集落計画の内容

と方法の解明に当たっては、まず地域に蓄積
されてきた公共財である社会関係資本の形
成と破壊の要因と、地域にある様々な地域資
源の活用による社会関係資本の再創出の可
能性とその萌芽について明らかにした。また、
人口減少下の農村地域における政治行政と
地域経済という二つの側面から、地域再編の
経緯とそれが地域住民の生活や経済に及ぼ
す影響について検討した。さらに、住民参加



 

 

型の地域づくり、とりわけ農村集落の地域運
営論を構築する基礎として「環境価値」の形
成とその共有の重要性に着目し、定住拠点の
形成要因としての「環境価値」の捉え方とし
て、地域資源管理の方法や住民・組織間の資
源活用の形態、地域資源保全活動を通した地
域活性化の方法と要件を明らかにした。また、
高齢者が定住し地域社会を維持できる条件
と保健福祉の側面から、限界集落化しても地
域社会が維持できている要因や、高齢者が定
住できている要因、集落活動維持の要因、青
年層の定住可能性、高齢者の移住・定住の可
能性について明らかにした。 

 
第三に、暮らし密着型集落計画の構築に向

けた実践的な要件を解明するにあたっては、
全国各地の集落の定点調査から次のことを
明らかにした。まず、社会・空間資源の維持
活用に向けて、集落の変化の受容と、同世代
グループの役割、空間資源の価値の再評価の
重要性を明らかにした。また空き家の管理と
維持活用に向けて、管理者と空き家の距離に
応じた維持管理の傾向の違いと、遠隔地所有
者による頻繁な空き家管理の傾向、一定の距
離に住む空き家所有者が新・旧住民の中間的
な生活形態を持つことを明らかにした。さら
に、旧・新住民の連携による谷津の保全活動
発展のための要件として、明確な保全管理方
針の提示と、各団体の目的・活動内容の整理
の必要性を挙げ、市民主体の自立的な保全管
理を目指す方向性を提示した。 

他方、地域の農業基盤と人的資源の活用に
向けては、農業生産地における就農者受け入
れの支援のあり方と、産地としての継続性向
上のための地元農業者・関係団体等の協力の
必要性、行政担当者のみならず地元との交渉
や交流を推進する中間支援組織の重要性を
明らかにした。また人材育成事業プログラム
としての農村地域資源の活用可能性と、地域
の外へと人的ネットワークを拡大する条件
を明らかにし、人材育成事業が地域に還元可
能な成果を生み出すことを明らかにした。 
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